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	菅原
	斎藤
	鳥谷部
	戸賀沢
	藤田
	佐々木
	蕨野

	業務
	○
	○
	業務
	〇
	業務
	○

	山田
	久保
	
	
	
	
	

	業務
	〇
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・研修について
法人研修テーマ：「接遇について」
日　時：12月16日（木）・17日（金）　17：30～
場　所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール
・防災委員会より

　　2/4(金)13:30～16：00大規模災害想定訓練。防災委員：斎藤、蕨野 必須参加予定

2/18（金）青陽館避難訓練2回目あり。

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう
対象利用者様→山下　拓也様
・12月行事について

クリスマス会日程：12/23（木）

　　メニュー案：カレーライス、ケーキ

　　＊調理で忙しくなる為当日までに飾りつけを利用者様と一緒に作成するのはどうか。

　　＊プレゼントをどうするかは今週中に決めましょう！
・12/16以降の年休管理体制の変更について
12/16以降、菅原AOMがOT室業務と青陽館業務を兼務する形となります。今後、年休者が複数名いると補填体制を維持出来なくなるため、通所/OT室/菅原AOM/あおぞらCL慶長さんの4者間で年休および公休を合同で管理していきます。合同管理のエクセルシートはWIZ内「看護課→通所リハ」に入っているので確認お願いします。
＜利用者様情報＞

デイケア
・野口　理恵子様～12/2（木）15時よりケア会議を実施。

参加者：本人、夫様、病院相談員、ハローワーク専門援助、A型事業所うぐいす（入院前に就労していたため）、地域活動支援センターハートステーション、青陽館

本人様の意見としては

①夫様が昨年にうつと診断され無職であること、父様は要介護5であり特養に入居中であること、叔母が癌を再発したことにより現状経済的に厳しい状態である。

②現在の生活費は、夫様の傷病手当やクレジットカードの利用でなんとか賄っている。しかし、父様の貯金も切り崩し、叔母様から10万円を借りた過去も有り周囲に頼るのも難しい。

③ ①②の件があり、今すぐに障害を開示してでも一般企業で就労したい。希望は週3日程度で、介護の仕事に就きたい。

④青陽館ではSSTと発達障害プログラムに参加し、入浴を利用したい。水曜日は午前中働いて午後のみ利用する形にしたい。

といった内容を話している。

参加スタッフより、退院後すぐに障害者雇用で働くことは体調を崩すリスクが高く就労継続支援からステップアップしていくことが望ましいこと、本人の性格上様々な出来事に対し先走りしやすく病状悪化した経緯があること、週3日の就労を希望しているが障害者雇用の条件として1日4時間・週5日があるため希望通りではないこと、青陽館利用時は午前中就労にあてると忙しく疲労が溜まりやすいこと、などを助言している。スタッフの意見を聞き、夫様の意見として本人様は介護の仕事への熱意がすごく、応援したい気持ちはある。しかし体調を崩すのは困るためB型就労から始めてもらいたいと述べている。本人様も「もう入院だけはしたくないです。だからB型から始めてみます」と返答している。後日、本人様がハートステーションに行き就労先を相談することに決定し会議を終えている。

デイケア利用について、本日本人へ架電し正式利用日について確認。12月8日（水）から毎週水曜日の通所をしたいとの事。今後、特定相談員と就労の話し合いをするが、就労開始になるまでは週2回程度の利用を検討しているとの事。まずは、8日にお待ちしている事を伝えて、終話している。
・大山　広美様　～12/6（月）10時病棟看護師付き添いにて見学予定。
・田向　玲美様　～特定女性利用者様同士で雑談している様子が『自分の悪口を言われているみたいで不快である』『他利用者様、数名も同様の事を思っており、「雰囲気が悪く来たくない。」と言っている。』という内容の手紙をスタッフへ渡している。しかし、特定女性利用者様個々でみれば、嫌いではないと。スタッフと振り返りし、雰囲気が悪いと感じている事に対しては謝罪し、こちらでも注意していく事を伝えている。その特定女性利用者様とは表情穏やかに交流を持ち過ごしている。
ショートケア
・特記無し
デイナイトケア
・特記無し
＜業務検討＞
寺沢　彩様からの送迎希望者があり、検討している。
・掃除の簡略化はできないか。
・青風荘入居者は検温してからの来所である為申し送り時に体温を確認し、青陽館に入る際の検温を簡略化出来ないか。
・モーニングミーティングの前に一便行けないか。

送迎時のルールとして
· 本人の都合で休む際は必ず、青陽館に電話を入れる。

· 他科受診の際は自分で来所する。

· 用事があり、帰る時は自分で帰る。

· 青明舎に寄りたい時は、帰りの送迎は青明舎まで。

· プログラムにはきちんと参加する。

これらを本人へ伝え、青明舎に寄る頻度を検討している。
